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幹事・専門委員合同勉強会概要録 

 

■日 時 令和８年２月１３日（金）午後１時３０分～３時 

■会 場 群馬県中小企業会館２階 第３会議室 

■テーマ 県央地域における地域公共交通のあり方について 

（群馬県及び前橋市におけるＭａａＳの取組について） 

 

 

◎テーマ① ＧｕｎＭａａＳの活用による多様な交通手段が選べる社会への転換 

◎講 師  群馬県知事戦略部交通イノベーション推進課長 関口義範 氏 

 
○講演資料： 「ＧｕｎＭａａＳの活用による多様な交通手段が選べる社会への転換」 

 

○講演要旨（概要） 

 
（群馬県交通イノベーション推進課 関口課長） 
皆様、改めまして、こんにちは。群馬県交通イノベーション推進課長の関口と申します。今

回、このような機会をいただきまして、誠にありがとうございます。本日は、「GunMaaS の活用
による多様な交通手段が選べる社会の転換」と題しまして、群馬県の公共交通事情について、ま
た、GunMaaS がどのようなサービスなのか、どのようなことを狙いとしているのかについて話
をさせていただきます。最後に、今後のまちづくりと交通のあり方についても簡単にお話をさせ
ていただければと思います。 
それではまずは、群馬県の公共交通の現状について簡単ですが説明いたします。群馬県民に対

して、日常の移動でどのような交通を使いますかという調査において、主にバス、電車を使うと
答えた人の割合となります。この 2.8%という数値は、皆様どう思うでしょうか。皆様の日頃の
移動を思い浮かべて妥当だなと思う方もいらっしゃるでしょうし、かなり低いと感じた方、逆に
多いと感じた方、様々かと思います。 
これが群馬県における公共交通事情の現状となります。先ほどの 2.8%の詳細です。平成 27

年、28 年の群馬県のパーソントリップ調査によるものとなります。同規模の他の地域に対比して
も、群馬県は公共交通の利用割合が低い結果ということがわかります。一方で、日常的に自動車
を利用すると回答された方は約 80%に上り、多くの方は自動車での移動がメインとなっておりま
す。また、右側のグラフですが、距離別での移動手段についての調査です。なんと 100m未満の
移動においても、4 人に 1 人が自動車を利用するという結果となっております。イメージとする
と、ちょっと近くのコンビニに行くのにも自動車を使うというという方がかなりの割合でいるよ
うな状況です。皆さんもいかがでしょうか。ちょっとした移動にもすぐ自動車を利用されていな
いでしょうか。 

http://www.risounotoshi.net/new/kouensiryou_r7_2_01.pdf
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この 2 つの調査結果が示すことは、群馬県民の多くの方が自動車での移動を選択している、も
しくは自動車でないと移動が十分にできないと感じているということがわかります。 
こちらのデータは、中高生の自転車事故の発生件数の割合となります。さらに不名誉なことで

すが、ここ数年、全国ワースト 1位が続いております。この要因は様々あるかと思いますが、中
高生といった免許を持てない若年層の公共交通利用が進まない、使いたくても使えない、使いづ
らいといった環境があることも要因の一端として考えております。こちらのデータは、自動車の
保有、非保有による高齢者の外出率の違いについて表したものです。自動車を持っている方は、
約 8割が外出したのに対し、自動車非保有の方は 5 割弱となっております。自動車の保有状況に
より、高齢者の外出機会に大きく差が生まれている状況です。高齢者が外出することによる消費
行動への期待のみならず、外出するということは地域コミュニティへの参加など、健康維持の効
果も期待されます。自動車を持たない高齢者の移動も課題となっております。ここまでの説明の
とおり、群馬県ではマイカーへ依存した社会構造となっている状況にあります。一方で、先ほど
のデータが示すとおり、特に免許を持たない若年層や高齢者層の移動について多くの課題が残さ
れております。そこで群馬県では、GunMaaSの活用による多様な移動手段が選べる社会への転
換に向けて施策を進めております。マイカーの利便性そのものを完全に否定するわけではなく、
デジタル技術とマイナンバー情報を活用して、県民一人一人に自分に合った移動手段が選べる社
会を目指すというものになります。 
ここから、本題の GunMaaS についてです。先ほどの「多様な移動手段が選べる社会」への転

換に向けて、なぜ MaaSが必要なのか、また、GunMaaS にはどのようなサービスがあるのかに
ついて説明いたします。まず、MaaSの必要性を説明する上で、群馬県の都市構想と移動のあり
方について考える必要があります。皆さま方、ご承知のとおり、群馬県は広大な平野に前橋や高
崎、太田などの中規模の都市が分散して配置されている状況であり、いわゆるモータリゼーショ
ンの進展を受けて、低密度な市街地が薄く広がっている状態です。これは多くの県民にとって、
路線バスや鉄道といった公共交通の利便性が享受しにくい状況とも言えます。一方でバスがない
ならバス路線を増やす、また、本数を増やせばいいではないかという意見もあるかと思います
が、バス利用者が著しく減少した現在においては、路線を増やせるほどの体力は交通事業者には
ないのが現実であります。そのような状況において、施策として何をすべきかですが、まず一つ
目は、個々の利用者に合わせた公共交通の効率の最大化、2 つ目は、既存の鉄道バスといった交
通アセットをいかに有機的に連結させるかがポイントと考えております。そこで、この 2 点を実
施するために着目したのが、まさに MaaSサービスとなります。Mobility as a Serviceの頭文字を
とって MaaSとなります。日本における MaaSの定義ですが、複数の交通手段を最適に組み合わ
せ、検索、予約、決済などを一括で行えるサービスとなっております。GunMaaS とは、まさに
群馬版の MaaS で、スマートフォン一つで目的地までのルート検索、予約、決済までを一括で可
能とする交通系ウェブアプリケーションとなっております。記載のとおり、スマートフォンでの
み提供しているサービスとなります。ご家庭のパソコン等からではご利用いただけませんのでご
注意ください。 
続いて、GunMaaS で現在提供している機能です。メインとなるのは経路検索です。運行状況

等を反映したリアルタイム情報を提供しております。また、時刻表はバス位置情報、いわゆるバ
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スロケーションについても、前橋市、渋川市、高崎市などの地域において提供しております。そ
の他、一番利用されているのが、スライドの右側にあります電子チケットサービスになります。
県内私鉄や前橋市街地エリアのバスの 1 日乗り放題チケットやバス定期券など、お得に公共交通
が利用できるチケットを販売しております。これは日常利用だけでなく、ちょっとした県内観光
でも多く利用されております。その他では、マイバス・渋川市のデマンドバスが予約できたり、
エリアが限られておりますが、シェアサイクルやタクシーなどとの連携もしております。 
続いて、GunMaaS の特徴としては、3 つございます。一つ目は、地域交通の見える化です。地

域の多様な交通手段、例えば Google などの大手の大手検索エンジンには出てこないようなデマ
ンドやシェアサイクルなどを組み合わせ、利用者に合った移動の提案を行います。二つ目は、マ
イナンバーカードの活用です。マイナンバー情報を活用し、年齢や居住地といった属性に応じた
様々なサービスが提供できる機能を備えております。三つ目は、移動データの取得になります。
デジタル技術の活用における最大のメリットとも考えております。移動データが自動で取得でき
ることで、最適な運行ダイヤの検討や、より良い、交通サービスの提供、また、行政として有効
な施策展開につなげることが可能となっております。 
続いて、GunMaaS のサービスがどのエリアで提供されているかについてです。GunMaaS につ

いて、最初の情報発信があまり良くなかったのか、一部の地域しか使えないと誤解されがちです
が、経路検索や，電子チケットの購入については、県内全域で利用が可能となっております。よ
く何々市でも GunMaaSが開始されましたというような報道がありますが、厳密には GunMaaS
の機能を活用した自治体独自の交通サービスが開始されましたというのが正解となっています。
群馬県が基本的な機能の整備を行って、県内の自治体は GunMaaSの機能を活用して独自の行政
サービスの展開につなげていただくものと考えております。 
ここまで、GunMaaSの概要について説明させていただきました。この MaaS というサービス

ですが、九州などでは広域的に進めていますが、都道府県が主体となって進めているMaaSは、
この GunMaaS のみとなります。それでは、なぜ群馬県が政策として MaaS を進めるのかについ
てお話しいたします。大きくは 4つ狙いがございます。まず一つ目は、ローカル交通の徹底した
見える化です。現在、経路検索は、Googleや Yahoo でもご利用いただけると思いますが、皆
様、どちらかというと大手の検索ツールの方が馴染みがあるかと思います。とても便利ですし、
見た目も使い勝手もいいと思います。では、なぜ行政として MaaS を進めるかです。一番は、
MaaS の根幹である検索から予約、決済までを一連で可能なサービスにしていくためなのです
が、もう一つ大きな目的として、大手の検索ツールには出てこないような地域交通、例えばデマ
ンドバスやシェアサイクルについても、GunMaaSの中であればしっかり移動手段として情報提
供していくことを進めております。要するに、地域交通を徹底的に見える化するということで、
利用者にとって最適な移動手段の選択ができるものにしていくということになります。一例です
が、マイバスのデマンドバスの予約は、GunMaaSで可能です。また、経路検索においても、シ
ェアサイクルやデマンド交通が一つの手段として提示されます。2つ目は、プラットフォームの
乱立防止・集約です。イメージしていただくとよくわかるのですが、県内を公共交通で移動する
際に、例えば A市ではアプリａを使用して経路検索を行った。そして B 市に入ってデマンドバ
スを予約するのにアプリｂを使った。このように各自治体によって様々なアプリやサービスを使
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い分けることはとても不便だと思います。また、観光情報や移動先の情報も一元的に取得できる
方が便利ですよね。このような状況が生じないためにも、群馬県としては、県内の移動は一つの
サービスで統合できるよう、県内移動のプラットフォームとしてGunMaaS を共有していくこと
を進めております。プラットフォームの統合の一例ですが、前橋市が提供しているバス乗り放題
等の電子チケットがあります。このように電子チケットも様々な媒体で販売するのではなく、群
馬県内の移動で移動にかかるチケットは GunMaaS 内で販売すれば、事前決済にもなりますの
で、利用者の方も様々なアプリを使用せずに済むものと考えております。プラットフォームの統
合には、情報の統合にとどまらず、予約は予約決済、サービスの統合も GunMaaS で実現できれ
ばと考えております。続いて三つ目、ターゲットに応じた最適なマーケティングキャンペーンが
可能です。GunMaaSの特徴として、マイナンバー情報との連携があります。マイナンバーカー
ドと交通系 IC カードを、GunMaaS 内で連携させることが可能です。路線バスの運賃を支払うと
きに、交通系 ICカードをタッチすると、チャージ残高が引かれると思いますが、こちらは高崎
市の例になりますが、事前にマイナンバーカードと連携処理した交通系 ICカードをタッチする
と、高崎市民かつ 65 歳以上の場合、自動で運賃の 20%が割引される仕組みとなっております。
そのほかにも、マイナンバー情報と連携することで、市民割引価格で電子チケットの販売ができ
たりなどの施策ターゲットを絞ったサービス提供が可能となります。そして、最後の四つ目で
す。デジタルツールを活用する最大のメリットとして、データの一元管理による公共交通の継続
的な見直し促進になります。先ほどから説明しておりますとおり、GunMaaS では、交通系 ICカ
ードをキーデバイスとして活用しております。交通系 ICには、オリジナルの ID が紐付けられて
いることから、公共交通を利用する際に、カードタッチの環境が整うことで、登録者情報と利用
情報が紐付けられ、移動のデータが取得できるようになります。仕組みとしては、まだまだ発展
途上ですが、今後は取得したデータをもとに、公共交通においては最適なダイヤ編成やより良い
サービス提供などによる収益の増加や生産性の向上につなげていけるものだと考えております。
また、行政にとっても、移動データから適切な施策展開、まちづくりへの反映も期待されるとこ
ろであります。群馬県では、主に説明したこの 4つのポイントから、今後も県内自治体との連携
により、GunMaaS の取組を推進していきたいと考えております。 
続いて、本日は理想の都市建設研究会ということで、最後に余談にはなりますが、まちづくり

と移動について少しだけ話をさせていただきます。よく国交省でも、都市計画の立地適正化計画
と交通の地域公共交通計画は両輪で進めるものと話しておりますが、まさにそのとおりで、移動
の先には県民の活動があり、逆に活動するための移動が必要になる。どちらかが欠けては成立し
ないものだと考えております。そのため、群馬県では、県の地域公共交通計画は交通まちづくり
戦略という名前で、まさにまちづくりの側面から各種交通政策を実施し、まちづくり政策と連
携、連動させて進めております。そこで、本日皆様にぜひご意見を伺いたいところですが、移動
すること、要は交通の目的は何だろうということです。GunMaaSもですが、これからの群馬県
全体の交通政策を考える際に、とても重要な視点だと考えております。私たちの考えからする
と、移動、変な言い方、言い回しになりますが、移動するために移動する方は基本的にあまりい
ないのかなと思います。世の中には、電車に乗ることが目的の方はいらっしゃいますが、社会的
にはレアケースだと思います。移動される方、交通を使われる方は、その移動先に何かしらの目
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的があって移動されるものだと考えております。要は、通勤や通学、病院に行ったり、買い物を
したり、旅行したりですね。よく「派生的受容」という言葉を使いますが、移動そのものは目的
でなく、移動は目的を達成するための手段と捉える必要があります。そして、ここでいう目的に
ついては、まさにまちづくりのコンテンツとなります。そのため、移動を考えるときには目的と
なるまちづくりのコンテンツといかに連携させていくかが重要になると考えております。このよ
うに交通行政に携わっていると、よく公共交通をどうにかしてほしい、バスをもっと走らせてほ
しいというお声をよく聞きます。今の路線を維持・確保することも困難な状況です。一方で、需
要側についても、移動手段で公共交通がなくなってしまっては、大変困ってしまうと思います。
そこで、これからの社会において、必要となる考えは、地域やまちづくりといった需要側の方々
にも、一緒に地域交通を支えていただきたいということです。交通を交通事業者だけに任せるの
ではなく、需要側でもしっかり支えていただく。それにより、供給側の交通は確実な移動を提供
する。そのような社会が構築できれば、より価値の高い地域になるものと考えております。 
そして、移動と目的の連携について少し紹介となります。群馬県では、公共交通専門で使える

ポイント，「GunMaaSポイント」と、県内の約 50 店舗でサービスが受けられるクーポンがセッ
トになった「GunMaaS 乗りトクバス」を販売しております。目的地側でインセンティブをつけ
ることで、公共交通の利用促進につなげ、さらにクーポンをきっかけにさらなる消費が進むこと
を期待したサービスとなります。こちらが使えるバスについては、すごくお得なサービスになり
ますので、ぜひご利用してみてください。 
本日用意した説明資料は以上となります。まとめになりますが、群馬県では GunMaaSという

新たな交通サービスを開始して約 3年が経過いたしました。GunMaaSの活用は広がっていると
考えられる面もありますが、まだまだ人気も含めて進んでいない状況でもあります。GunMaaS
の目的は、GunMaaSそのものが使われることではなく、MaaSにより、県内の移動がサポート
され、県民の皆様の移動がスムーズになることであります。これからも皆様のご理解やご協力の
もと、群馬県の交通政策を進めていきたいと思っておりますので、何卒よろしくお願いします。
本日はご清聴ありがとうございました。 
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◎テーマ② 前橋市におけるＭａａＳの取組 

◎講 師  前橋市未来創造部交通政策課 橋本 崇 氏 

 
○講演資料： 「前橋市におけるＭａａＳの取組」 

 

○講演要旨（概要） 

 
（前橋市未来創造部交通政策課 橋本課長） 
それでは改めまして、前橋市交通政策課の課長の橋本と申します。よろしくお願いいたしま

す。県の関口課長さんからの説明に引き続きまして、前橋市の取り組みということで、少し先ほ
どよりは掘り下げるような形でのお話ができればなというふうに思っているところです。 
話はいきなりそれますが、私も今、未来創造部というところにいるのですけれども、 4月か

らは、前橋市の都市計画部交通政策課になります。これまでもそうなんですけれども、先ほどか
ら話が出ているまちづくりとか、都市のあり方、そういったものには交通が欠かせないだろうと
いうことで、全国でも都市計画部局にあることが多いのですけれども、前橋市の場合もそのよう
に，都市計画の方に移るということになりますので、また来年度以降ももう少しまちづくりにつ
いて関われればなというふうに思っているところでございます。 
本日、前橋市からは、前橋市における MaaS の取組ということで、資料にはないのですけれ

ど、3 つほどの柱でお話をさせていただければなと思っています。一つ目は、前橋の交通面での
課題。そして二つ目は、取り組んでいる交通政策の全般を少し触れさせていただきます。薄く触
れさせていただきます。そして三つ目としまして、GunMaaSの取組を少し細かく、年度ごとに
お話をさせていただければと思いますので、お付き合いいただければ幸いでございます。資料に
つきまして、お手元またはスクリーンの方、同じものでございますので、どちらかをご覧いただ
ければと思います。 
次のスライドですけれども、先ほどもちょっとお話に出ていましたけれども、左側のスライド

ですが、群馬県さんの説明にもあったとおり、前橋市につきましても、全国トップクラスの自家
用車保有率ということでございます。また、その裏返しとしまして、やはり移動手段としては、
鉄道・バス・公共交通の利用率が非常に低い、分担率が低いということになっております。例え
ば 3%というふうに考えましても、人口が約 33万人の前橋市では、まあ約 1 万人しか使用して
いない、ほとんどが自家用車というような割合となっているということでございます。それから
右側の図に移りますと、やはり市街地が郊外部に広く拡散しているというようなことが前橋市の
特徴です。例えば、データ的に申し上げますと、中核市の 60 市で調べますと、区画整理が施工
されている面積は 8位ということで、だいぶ高い。たくさん区画整理されている。一方で
DID、人口集中地区、こちらにつきましては、密度は非常に低い、悪いというようなことになっ
ておりますので、下に書かせていただきましたけれども、市街地が低密度に形成されておりまし
て、それゆえに自家用車の保有率も非常に高く、今後高齢化がもっともっと進展していきますの
で移動に対する課題というのがもっともっと顕在化してくるのではないかなというふうに懸念を
しているところでございます。 

http://www.risounotoshi.net/new/kouensiryou_r7_2_02.pdf
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課題の二つ目のスライド、先ほどもお話が少しありました年代別の外出率についてですけれど
も、年代別の外出率が下がってくるということで、これは車を持っている方と持っていない方の
外出率の違いです。青い方が持っていない方ですが、やはり低くなっているということです。右
側のグラフにつきましては、やはり持っていない方はどんなふうにやっているのかというと、や
はり送迎に非常に頼っているというような部分もございます。また、右下でございますけれど
も、先ほどお話が出ていたように群馬県ではかなり中高生の自転車の事故の件数が多いというよ
うなことになっておりまして、これらの課題を公共交通を通じて何とかできないかというような
ことで、前橋市では公共交通に取り組んでいるところでございます。 
次のスライドですが、先ほど申し上げました全般的な施策をいくつかやっておりまして、それ

らを少し薄くお話をさせていただきたいとまずは思います。まず左上、バス路線の再編とありま
す。こちらにつきましては、前橋駅から県庁の間、バス会社の 6 社のパターンダイヤ化っていう
ように呼んでおりますけども、こちらにつきましては、これまではバス会社 6社がそれぞれ独自
に出発時刻を定めていた、駅からの出発時刻を定めていたということで、時間帯によってはまる
っきりバスのない時間帯があったり、非常にまとまっていたりというようなことでございます。
団子状態みたいな形です。それを 6 社共同でダイヤを調整するということで、出発時間を均等に
割り振るということになりまして、利便性が上がったという取組を挙げさせていただきました。
また、右上の 2 つでございます。分かりやすい情報案内と前橋交通ポータルということで、公共
交通を少しでも分かりやすく、見た目も分かりやすくお伝えしたいというようなことで、デジタ
ルサイネージですとか、ブログとかを活用しまして、分かりやすく定期的に発信をしているとい
うような取組でございます。下の一番左側ですけれども、マイタクというような制度でございま
して、こちらにつきましては、タクシー運賃の一部補助制度でございます。そしてその隣、二つ
目はシェアサイクルということで、街中の回遊性を高めたい、またバス等の公共交通の補完をし
ていきたいというようなことで始めているものでございます。また三つ目は、これからお話させ
ていただく GunMaaSの取組、そして一番右側でございますけど、利用促進施策、様々なものを
やっているのですけれども、今回は、昨年から開始しました高校生、前橋市民の高校生世代を対
象としたバスの通学定期、こちらを半額にしたいということで、8月受付から開始したところで
ございます。これらの公共交通の取組につきましては、群馬県さんからのお話もありましたとお
り、データをなるべく収集して分析をしていきたいということで、もっともっといい制度にして
いければなと考えているところでございます。 
次のスライドでございますけれども、簡単なものですけれども、実施体制は、群馬県さんを中

心に JRの基盤を使いまして、前橋、あとは渋川、高崎、安中と 3 つの市が加わってくれている
ということで、前橋としても非常に力強く感じているところでございます。次のところから、
GunMaaS の少し細かい経緯みたいなものをお話させていただければと思っております。まず左
側の表ですが、導入の経過の部分を少し年度ごとに見ていただきますと、まず令和 2 年度、赤字
部分を主にお話しさせていただきます。令和 2年度に前橋市内に限った MaeMaaS の実証実験を
開始させていただきました。また 3 年度を飛びまして 4年度ですけれども、この年に GunMaaS
が構築されたということで、群馬県域に広がっていくということでございます。駅の高度化等も
令和５年度、令和６年度についても図ってきているということです。また、令和 7年度の取組も
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少しあるのですけども、そちらもこのあと少し触れさせていただければなと思います。右側の主
な施策の赤字の部分ですけれども、まず令和 2年度のとこにある交通系 ICカード例えばスイカ
とかパスモとかいろいろありますけれども、そちらとマイナンバーカードを組み合わせて市民認
証をしていこうというのを一部で始めました。それから令和 3年度には路線バスに地域連携 IC
カード nolbe（ノルベ）というのですが、これは Suica 系で Suica を少し簡略化したような機能
があるんですけど、そのノルベというネーミングにしまして、そちらを路線バスでも使えるよう
にしました。それからデマンド交通というのが前橋内のいくつか北の方の地区で行っているので
すが、そちらの予約もできるようにしました。それから令和 4年度は GunMaaS への参画。それ
から令和 5 年度、この赤字のところは細かくお話しさせてもらいますけれども、ワンタッチ認証
の機能ということで、簡単に言うと、カードをピッてやると認証してもらえるよというようなこ
とを開発して実装してきました。あとはスマートフォンとかをお持ちでない方のための対応とい
うことで、タッチ会員という環境も開発して、そちらも実装して進めているところでございま
す。令和 6 年度、令和７年度も様々な取り組みをしております。このような流れで現在に至って
いるところです。 
次のスライドでございますけれども、こちらの本市の取り組みを少し詳しくお話をさせていた

だきたいと思います。どうしてもちょっとシステム的なお話になって恐縮ですけれども、お付き
合いいただければ大変幸いです。まず先ほどの経過、導入の経過ともちょっと重なるのですけれ
ども、左上のところで令和 2年度MaeMaaSというのから始まりまして、それから令和 4 年度に
GunMaaS、こちら広域展開を群馬県さんのもとともにさせていただいております。それから令
和 5年度にワンタッチ認証等を始め、各種連携や割引等の確認をスタートしました。右上に書か
れているとおり、マイナンバーカードと交通系 ICカード、こちらを連携させるということでマ
イナンバーカードの中にある、例えば ID の番号ですとか居住地ですとか、前橋市民だというこ
とですね、あと生年月ここは月までなんですけど、生年月ですとか、そういったものを ICカー
ドと連携をするというようなことによりまして、真ん中に青枠内に書いてあります市民、地域、
年齢等に応じた割引サービスが提供できるということで、特に交通系 IC カード 1 枚持っていけ
ばできるよというようなことでございます。主なものを書かせていただいたのは下の 4つですけ
れども、一番左側①は路線バスの敬老の方々の割引と、それから②は若い方々にも乗っていただ
きたいということで、その割引を始めております。こちらの、例えば若者割引の場合は、高校生
とか大学生とか、そういった仕組みができないので、年齢で 13 歳から 22歳というふうにしてい
ます。で、それから③例えば市民割の様々なものをしているデマンドバスを運行しているのです
が、そちらの運賃を少し下げるということの割引をしております。あとは④やはり公共交通だけ
でなく商業関係ですとか、そういったものとの連携をすることによって使っていただきたいなと
いうことで、この取り組みはめぶく pay というものを前橋市内でやっているのですけど、地域通
貨を使ってもらって、公共交通に乗ってもらったらポイントが還元されるよとか、そういったも
のの取組もしているところでございます。 
次のスライドでは、市民割引について、ワンタッチ認証について少し詳しく話をさせていただ

きます。先ほど申し上げましたように、交通系 ICカード、Suicaですとか pasmoですとか、
nolbe、そういったもので降りるときに、ピッというふうにワンタッチをすることで、市民です
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とか年齢ですとか、そういったものを判別しまして、自動的に割引をするというようなものでご
ざいます。このサービスを受け取るためには、当然マイナンバーカードと紐付け、IC カード連携
する必要がありまして、例えばスマートフォン上で、やれるんですけれども、なかなかそれは難
しい方もいらっしゃいますので、市役所の 1 階で手続きのお手伝い等をしているところです。ま
た、左下にタッチ会員というものがありますが、先ほどスマートフォンで連携っていう話をして
スマートフォンをもとに連携すると申し上げたんですけども、スマートフォン持ってないよって
いう人もいますし、面倒くさいからいいっていう方もいらっしゃって、そういう方はスマートフ
ォンを介さないで直接機器でマイナンバーカードと交通系 ICカードを直接紐付けるというよう
なことをさせていただいています。こちらのちょっと市役所とかに来ていただかないとできない
のですけど、特殊な機械でそれをやらせていただいているということも同時に行っております。
真ん中の部分にある様々なサービスは先ほどとちょっと重複するのですけれど、市民とか年齢と
かっていうことで様々な割引をしているということです。例えばデマンドバスは、前橋市は赤城
山を抱えてますので、その南麓のちょっと坂が多いというようなところを走っている地域内限定
で走っているちっちゃいバスなんですけど、そちらを大人の方は例えば 300 円、200 円で乗車で
きるというのを自動的に IC カードでピッとやるだけでできるというようなことでございます。 
次のページでございますけれども、こちらは最近の取組ということで、令和 6年度と 7 年度の

取組をお話させていただきたいと思います。6年度は例えばということで 2つあげさせていただ
きます。一つ目は、バス定期券をオンラインで販売しよう、GunMaaS上で販売しようというよ
うなことです。これはすべての定期っていうのがなかなかできなくて、市内での共通定期ってい
うのがあるのですけど、そちらを GunMaaS 上で販売するというような取組で、いつでもどこで
もスマートフォンさえあればクレジットカードで決済ができるということで、窓口とかに並ばな
くて紙の定期券じゃないものなんですけど、そちらを購入することができるよというようなこと
を実施しています。年齢定期券なんかも購入が可能になってくるというようなことです。学生証
の認証っていうのをそこまではやれないものですから、年齢で区切りたいということです。それ
から下ですが、パーク＆バスライドということで、どうしても自家用車が非常に便利なので、常
に自家用車になってしまうのですが、強制的にバスに乗り換えて欲しいということではないので
すけれど、少しでもバスの通勤とかそういったものを便利だよっていうのを分かっていただきた
いためにやった取組で、こちらについてはちょっと分かりにくいんですけども、例えば、それに
関してとりせん様とかカインズ様、フレッセイ様にご協力いただきまして、例えば朝、自家用車
でとりせんの駐車場まで車で行く、それからとりせんの駐車場の近くにあるバス停からバスに乗
って通っていただく。帰りはもちろん勤め先からそこまでバスで帰ってきて、そこから自家用車
で帰るというようなことで、例えば帰りにそこで買い物してもいいですし、本当はその取引店様
の方からちょっとしたチケットみたいのをいただいて、買い物が安くなるようなものができれば
なというような取組も考えていたのですけど、できたところできないところがありました。そう
いった取組で、少し市内の渋滞も緩和させられないかなということもございますし、取組を実証
的に進めさせていただきました。一ヶ月間の実証だったのですけれど、参加いただいた方には非
常に好評だったです。バス通勤とか、あとは商業施設との連携など、様々な課題が出てきたの
で、それを少しずつ解消できればなというようなことを考えております。令和 7 年度の取組を次
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のスライドでお話しさせていただきます。先ほどちょっと群馬県のお話にも出ましたけれども、
上毛電気鉄道というのが市内にありまして、そちらが ICカードで決済ができるようにしたいと
いうことで取り組んでまいりました。こちらは国の支援をいただきながら進めたのですけれど
も、先ほどからお話が出ているバスで使うことができる nolbe というカード、そちらのバスの機
能を上毛電気鉄道にというようなことで進めました。1 月の 15日から採用を開始いたしまし
て、今も順調にカバーしているところです。利用方法についてはちょっと LRT みたいにはかっ
こよくはできなかったのですけれど、無人駅がありますので車内で完結するように乗るときにピ
ッてやっていただいて降りるときに払っていただくようなやり方です。有人駅、人がいる駅につ
きましては、ちょっと下にあるとおり、駅にある改札口にもつけさせていただいて、そこでタッ
チしていただくというようなことで考えました。右側に書いてある沿線市、群馬県さんと前橋
市、桐生市、みどり市の 3 市で連携して取り組んだという取り組みです。もちろん nolbeとか
Suicaだけじゃなくて、ちょっと見づらいのですけど、パスのですとか、あと西日本の方とかで
も動いている ICカードなんかも使えるというようなものです。 
次ですけれども、比べる機能ですけど、改めてまとめさせていただいて、①は普通の方が乗っ

ていただいてタッチするということで乗り降りが可能になりますよということです。それから
②、バスの中でもできるのですけれど、上電の中でもその端末の機械で ICカードにチャージす
ることができます。車内でもいけるのですね。それから③、nolbe の中に通勤の定期券だけなん
ですけど、通勤の定期券を載せることができる、今までは紙だったのですけれど、今回はピピピ
っていうことでできるということでしています。ちょっとここには書いてないのですけれど、本
当は通学の定期もやりたかったのですが、降りる時に混雑が予想されちゃうだろうということ
で、今は通勤だけに絞ってやっていまして、通学をいつどういうふうに取り組むかっていうこと
を今検討しているところです。それから④、先ほどもちょっとお話があった GunMaaSの定期購
入とかですが、これをやるまでは、定期券を見せるというような形になっていたのですけれど、
それもタッチできるようになるよというようなことです。それから、市内における公共交通機関
全てで交通系 ICカードが使えるようになりました。紙から IC化されることにより、交通事業者
等の負担軽減にもつながるのかなと思っております。データも取れますので、将来の効果的な交
通再編に寄与ができればなというふうに考えているところです。 
最後のスライドになるのですけれど、MaaS について少しシステム的なお話になってしまうの

ですが、非常に重要な取り組みだと思っていまして、先ほどご質問でもいただいたとおり、これ
らをもとに、やはりデジタル政策を進めながらも、多くの方々にご利用いただきたいというふう
に思っておりますので、これだけでなくて、バスの路線、バスの時刻表、そういったものを使い
やすくしたり、バス停をきれいにしたりとか、そういった地道な取組もしながら、個別最適化さ
れた交通サービスが提供できればなと考えているところでございます。今後も公共交通について
しっかりと取り組みまして、前橋市民の移動の足を確保できるよう取り組んでいきたいなと考え
ているところです。 
次の最後のスライドは、データ的なことで、先ほど群馬県さんからの登録者数とかのお話もあ

りましたけれども、それらをまとめてありますので、後ほどお時間があるときにご覧いただけれ
ば幸いでございます。前橋からの取り組み、特にMaaS の取組ということでご説明いたしまし
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た。ご清聴ありが とうございました。 


